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第１章 計画の策定にあたって 

 

１ 計画策定の趣旨 

今日の子ども・子育てを取巻く環境の変化は大きく、抜本的な制度改革が求められており、平成

27 年４月から、わが国の子ども・子育て支援は新制度に移行することとなりました。 

「子ども・子育て支援法」（平成 24 年法律第 65 号）に基づく新たな子ども・子育て支援の制

度（以下「子ども・子育て支援新制度」といいます。）の下で、教育・保育・子育て支援の充実を

図り、計画的に給付・事業を実施するために「北広島市子ども・子育て支援事業計画」を策定しま

す。 

また、次代を担う子どもの健やかな成長と子育てを支える新しい地域社会をつくるため、「次世

代育成支援対策推進法」に基づき、平成 17 年３月に「北広島市 次世代育成支援対策推進行動計

画 前期行動計画」を平成 22 年３月に「すくすくみらいプラン 北広島市 次世代育成支援対策推

進行動計画 後期行動計画」を策定し、子育て支援施策を推進してきました。 

「北広島市子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、本市のこれまでの子育て支援におけ

る取組及び成果を引き継いでいくために、「北広島市 次世代育成支援対策推進行動計画 後期行動

計画」の考え方を継承していくとともに、「次世代育成支援対策推進行動計画」の内容を組み込ん

だ形で「（仮称）北広島市子ども・子育て支援プラン」を策定することとします。 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、「子ども・子育て支援法」と「次世代育成支援対策推進法」に基づき、「北広島市総合

計画（第５次）」を上位計画とし、「北広島市障がい者福祉計画」等と整合を図り策定します。なお、

本計画において、「子ども」とは、概ね 18 歳未満とします。 

 

 北広島市子ども・子育て支援事業計画 北広島市次世代育成支援対策推進行動計画 

根拠法 子ども・子育て支援法 次世代育成支援対策推進法 

性格 

特徴 

○待機児童対策を含め、子育て中の保護者

ニーズに対応したサービス基盤の整備

を目指す事業計画 

○幼児期の学校教育・保育・地域の子育て

支援についての需給計画 

○全国的な少子化を受け、総合的対策を講

じるための行動計画 

 

○「北広島市総合計画」の子ども・子育て

支援にかかる分野別計画 
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整合 

整合 

継承 

 

○北広島市の次世代育成及び子ども・子育て支援の関連計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間 

本計画の期間は、「子ども・子育て支援法」に定める５年間とし、平成 27 年度から 31 年度ま

でとします。一体的に策定する「次世代育成支援対策推進行動計画」の計画期間も同様に５年間と

し、平成 27 年度から 31 年度までとします。なお、状況の変化により、必要に応じ見直しを行う

ことができることとします。 

 

H17 

年度 

H18 

年度 

H19 

年度 

H20 

年度 

H21 

年度 

H22 

年度 

H23 

年度 

H24 

年度 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

H31 

年度 

               

 

 

  

北広島市における関連計画 

○北広島市総合計画 

○北広島市地域福祉計画 

○北広島市障がい者福祉計画 

○北広島市健康づくり計画・健康きたひろ２１ 

北広島市子ども子育て支援事業計画 
 

≪子ども・子育て支援事業計画≫ 

○教育・保育提供区域の設定 

○教育・保育施設の需要量及び確保の方策 

○地域子ども・子育て支援事業の提供 

○教育・保育の一体的提供の推進 

○任意事項等 

 

≪施策の総合的な展開≫ 

○北広島市次世代育成支援対策推進行動計画

後期行動計画を継承・統合した施策内容 

○基本目標１～基本目標８ 

 

すくすくみらいプラン 

北広島市次世代育成支援対策推進行動計画 

後期行動計画 

○基本理念 

○施策体系 

○基本目標１～基本目標７ 

 

 

 

北広島市 

次世代育成支援対策推進 

行動計画 前期行動計画 

 
 
 
 
 

（仮称）北広島市 

子ども・子育て支援プラン 

 

 

≪すくすくみらいプラン≫ 

 

北広島市 

次世代育成支援対策推進 

行動計画 後期行動計画 

必要に応じて見直し 見直し 見直し 
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４ 計画の策定体制 

①子ども・子育て会議の設置 

本計画の策定にあたっては、子ども・子育て支援法第 77 条に定められている「北広島市子

ども・子育て会議」（以下「子ども・子育て会議」という。）を設置し、計画内容、事業運営、

施策推進に関する事項についての審議を行いました。 

 

②就学前児童の保護者、小学生の保護者アンケートの実施 

次の２点を把握するため、下記のとおりアンケートを実施しました。 

ア 就学前児童及び小学生の保護者の子育てに関する意識・意見を把握すること。 

イ 子ども・子育て支援事業計画で定める教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業量を

推計する基礎データを得ること。 

項目 区分 配付数 回収数 回収率 

調査対象 

就学前児童 1,500 票 813 票 54.2％ 

小学生 1,000 票 581 票 58.1％ 

対象者の抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

調査期間 平成 25 年 11 月 19 日 ～ 平成 25 年 12 月 3 日 

調査方法 郵送による配付・回収 

 

③学童クラブに通っている児童の保護者に対するアンケートの実施 

   学童クラブの利用状況、利用意向、開所時間の希望などについて把握するため、下記のとおり 

アンケート調査を実施しました。 

項目 区分 配付数 回収数 回収率 

調査対象 入所児童の保護者（全員） ４６４票 ３３3 票 71.8％ 

調査期間 平成 2６年６月２日 ～ 平成 26 年６月 10 日 

調査方法 各学童クラブにおいて配付・回収 
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第２章 子どもと子育てを取り巻く環境 

 

１ 少子化の現状 

２ 産業・就業の状況 

３ 保育所の状況等 

４ 幼稚園の状況等 

５ 小学校・中学校の状況 

６ 地域子ども・子育て支援事業の状況 

７ 母子保健事業の状況 

８ 相談事業の状況 

９ 子どもの権利条例 

 

 

第２章 子どもと子育てを取り巻く環境 
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第３章 すくすくみらいプラン（北広島市次世代育成対策推進計
画後期行動計画）の実施状況 

 

 

１ 施策・事業の実績 

２ 重点施策の評価 

 

第３章 すくすくみらいプラン（北広島市次世代育成対策推進計

画後期行動計画）の実施状況 
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第４章 計画の基本的な考え方 

 

１ 計画の基本理念 

本市における前計画「北広島市次世代育成支援対策行動計画」では、「すべての親が安心して子

育てできる環境づくり、すべての人が命の大切さを感じる環境づくり、すべての子どもが健やかに

育つ環境づくり」という基本理念の下、施策を推進してきました。また、北広島市総合計画では、

「子育て支援・人づくり」を重点プロジェクトとしています。 

（仮称）北広島市子ども・子育て支援プランの基本理念を設定するにあたり、国が示す理念との

調和を図るとともに、子どもや子育て家庭を取り巻く状況、本市の地域特性などを踏まえ、次の基

本理念を定め、本市が行政として取り組むべき方向性を位置づけます。 

子育てには子どもの成長に伴い喜びや感動があります。みんながそうした喜びや感動を分かち合

えるよう、家庭、学校、地域、職域等が一体となって、孤立しがちな子育てや育児の悩みを抱える

家庭を支援し、子育ての不安感や負担感の軽減を図り、子育てがしやすいまち、子育てが楽しいま

ちを目指し、子どもが健やかに育つまちづくりを進めます。 

  

◆すべての子どもの最善の利益が尊重される環境づくり  

子どもにとって最善の利益が尊重され、子どもが幸せに暮らせるまちづくりを進めていきます。 

 

◆すべての親が安心して子育てできる環境づくり 

北広島市の未来のために、すべての市民が安心して子育てができるような環境づくりを進めてい

きます。 

 

◆すべての人が命の大切さを感じる環境づくり 

豊かな心で、笑いに満ちたあたたかな雰囲気の中で、豊かな子育てをすることができ、親も子も

幸せを感じられ、『いのち』あることの大切さをもう一度認識できる、まちになるように取り組ん

でいきます。 

 

◆すべての子どもが健やかに育つ環境づくり 

北広島市は、クラーク博士の「青年よ大志をいだけ」の遺志を引き継ぎ、大きな夢と希望を持つ

まちです。この地で生まれ、遊び、学び、育つ、次代を担う人材の育成に努めます。 

  

第４章 計画の基本的な考え方 
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２ 基本目標と基本施策 

 

基本目標   基本施策 

    

１ 地域における子育ての支援 
  

①地域における子育て支援サービスの充実   
   

②保育サービスの充実    
   

③子育て支援のネットワークづくり    
   

④子どもの健全育成    
   

⑤地域における人材育成    
 

２ 母性及び乳幼児の健康の確保及び増進 
  ①妊産婦・乳幼児に関する切れ目のない保健対策の充

実   

   
②学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実    

   
③「食育」の推進    

   
④子どもの健やかな成長を見守る地域づくり    

   
⑤小児医療の充実    

 
３ 子どもの心身の健やかな成長に資する教

育環境の整備 

  
①次代の親の育成   

   ②子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境

等の整備    

   
③家庭や地域の教育力の向上    

   
④子どもを取り巻く有害環境対策の推進    

 

４ 子育てを支援する生活環境の整備 
  

①良質な住宅及び良好な居住環境の確保   
   

②安全な道路交通環境の整備    
   

③安心して外出できる環境の整備    
   

④安全・安心まちづくりの推進等    
 

５ 仕事と子育ての両立ができる環境の整備 
  

①仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し   
   

②仕事と子育ての両立のための基盤整備    
   

③結婚・妊娠・出産・育児の切れ目のない支援の推進    
 

６ 子ども等の安全の確保 
  

①子どもの交通安全を確保するための活動の推進   
   

②子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進    
   

③被害に遭った子どもの保護の推進    
 

７ 社会的支援を必要とする家庭への取組の

推進 

  
①児童虐待防止対策の充実   

   
②ひとり親家庭の自立支援の推進    

   
③障がい児施策の充実等    

 

８ 子どもの権利の保障の推進 
  

①北広島市子どもの権利に関する推進計画の策定   
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基本目標１ 地域における子育ての支援 

幼児期の教育・保育環境及び地域における子ども・子育て支援の充実、子育て情報の提供、地

域における人材育成など、子育て家庭への支援を図ります。 

 

基本目標２ 母性及び乳幼児の健康の確保及び増進 

妊産婦・乳幼児の保健対策の充実、妊産婦の相談支援体制の整備や健康教育を図るとともに、

父親の育児参加等の意識の普及に努めるほか、次代を担う子ども達が回りの人達の愛情を受け

ながら健やかに育つ環境づくりを推進します。 

 

基本目標３ 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 

ボランティア活動など多様な体験活動の推進、幼児から児童生徒の自己実現や道徳的実践力

の育成、体力の向上及び健康の保持増進に努めるとともに、自ら学び考え、主体的に判断して

行動できる力を持った児童・生徒を育む教育環境の整備を図ります。 

 

基本目標４ 子育てを支援する生活環境の整備 

安心して子育てできるまちづくりを進め、ユニバーサルデザインに配慮した施設整備、警察

や学校等の関係機関の連携・協力のもと、交通安全や防犯対策など総合的に事業を推進します。 

 

基本目標５ 仕事と子育ての両立ができる環境の整備 

就労と出産・子育ての二者択一構造の解消、職場や社会、家庭などにおける男女の固定的な

役割分担意識の改革など、働きながら子育てできる環境の整備を行います。 

 

基本目標６ 子ども等の安全の確保 

子育て情報の提供や教育・保育サービスの充実を図り、子育てをする親同士の交流の場の提

供、地域での見守りなど、子育て家庭への支援を図ります。 

 

基本目標７ 社会的支援を必要とする家庭への取組の推進 

ひとり親家庭における生活の安定と自立に向けた支援を行うとともに、障がいのある子ども

に対して、教育・保健・福祉など各分野の関係機関の連携のもと、療育・教育等の充実を図り

ます。 

 

基本目標８ 子どもの権利の保障の推進 

北広島市子どもの権利条例に基づき、北広島市子どもの権利に関する推進計画を策定し、子

どもの権利に関する施策を総合的かつ計画的に推進します。 
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第５章 子ども・子育て支援事業計画 

 

１ 子ども・子育て支援新制度の概要 

（１）制度の目的 

『子ども・子育て支援新制度』とは、平成 24 年 8 月に成立した「子ども・子育て支援法」、「就

学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律」、

「子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する

法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」の子ども・子育て関連 3

法に基づく制度のことをいいます。 

平成２７年度（平成２７年４月）から施行される予定のこの制度は、すべての子どもに良質な育

成環境を保障し、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会の実現を目的としてい

ます。 

 

（２）子ども子育て支援新制度の主なポイント 

○ 「施設型給付」と「地域型保育給付」の創設 

幼児期の学校教育と、保育が必要な子どもへの保育を、個人の権利として保障する観点か

ら、認定こども園・幼稚園・保育所・小規模保育等の施設等を利用した場合に共通の仕組み

で公費（給付）対象となり、認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の給付（施設型給

付）と小規模保育等への給付（地域型保育給付）が創設されました。 

子ども・子育て支援給付の種類 対象事業 

施設型給付 ・幼稚園、保育園 

・認定こども園 

地域型保育給付 ・小規模保育（利用定員 6 人以上 19 人以下） 

・家庭的保育（利用定員 5 人以下） 

・居宅訪問型保育 

・事業所内保育 

児童手当 ― 

 

○ 教育・保育施設利用における３つの認定区分 

幼稚園、保育園、認定こども園の利用にあたっては、保護者の申請を受けた市町村が客観

的基準に基づく保育の必要性を認定（認定区分）します。 

※利用手続きについては、これまでと時期や流れが大きく異なるものではありません。 

 

認定区分 年齢 保育の必要性 主な利用施設 

１号認定 満３歳以上 保育の必要性なし 幼稚園、認定こども園 

２号認定 保育の必要性あり 

（保育認定） 

保育園、認定こども園 

３号認定 満３歳未満 保育園、認定こども園、地域型保育 

第５章 子ども・子育て支援事業計画 
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○ 地域子ども・子育て支援事業 

教育・保育施設を利用する子どもの家庭だけでなく、在宅の子育て家庭を含むすべての家

庭及び子どもを対象とする事業として、市町村が地域の実情に応じて実施していきます。 

 

地域子ども・子育て支援事業（13 事業） 

①利用者支援事業 

②地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター） 

③妊婦健康診査事業 

④乳児家庭全戸訪問事業 

⑤養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者による要保護児童等に

対する支援に資する事業 

⑥子育て短期支援事業（ショートステイ事業・トワイライトステイ事業） 

⑦子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業） 

⑧一時預かり事業 

⑨延長保育事業 

⑩病児保育事業（病児・病後児保育事業） 

⑪放課後児童健全育成事業（学童クラブ） 

⑫実費徴収に係る補足給付を行う事業 

⑬多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 

 

○ 基礎自治体（市町村）が実施主体 

市町村は制度の実施主体として「子ども・子育て支援事業計画」を策定し、計画的に幼児

期の学校教育・保育、地域子育て支援を提供する責務を負います。 

 

○ 子ども・子育て会議の設置 

有識者、地方公共団体、事業主代表・労働者代表、子育て当事者、子育て支援当事者等（子

ども・子育て支援に関する事業に従事する者）が、子育て支援の政策プロセスなどに参画・

関与することができる仕組みとして、国に子ども・子育て会議を設置しました。 

市町村での合議制機関となる地方版子ども・子育て会議の設置については努力義務とされ

ていますが、北広島市では条例で設置しています。 
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２ 教育・保育提供区域の設定 

○ 教育・保育提供区域は、子ども・子育て支援法にかかる教育・保育事業を提供する基礎とな

る市町村内の区域で、教育・保育施設や地域型保育事業の認可・認定の際に需給調整の判断

基準となります。 

○ 教育・保育提供区域は、保護者や子どもが居宅から容易に移動することが可能な区域を基本

に、地理的条件、人口、交通事情などの社会的条件、教育・保育の整備状況などを総合的に

勘案した上で、市町村が独自に設定します。 

○ 北広島市においては、教育・保育提供区域と地域子ども・子育て支援事業（区域設定の必要

な 11 事業）提供区域を次のとおり設定します。 

 

（１）教育・保育施設の教育・保育提供区域 

事業区分 区域設定 考え方 

1 号認定（3～5 歳） 

全市（１地区） 

教育・保育提供区域は、全市とする。 

【理由】 

区域設定を狭くすることにより、既

存の施設の立地状況が区域ごとの

量の見込みに対応していない区域

があり、人口の減少傾向の中で、効

率的、効果的な量の調整や確保が難

しい。 

市内の幼稚園については、全て送迎

バスの運行を行っており、市内全域

から教育方針等園の特色によって

利用施設が選択されていることか

ら、区域を分けることは利用実態と

異なることとなる。 

保育所については、自宅近くで希

望する場合のほか、通勤経路又は勤

務地近くを希望する場合があり、区

域を分けることは利用実態と異な

るケースが想定される。 

2 号認定（3～5 歳） 

3 号認定（0 歳） 

3 号認定（1～2 歳） 
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（２）地域子ども・子育て支援事業の教育・保育区域 

事業 提供区域 区域設定の考え方 

①利用者支援事業 全市（１地区） 
市の面積や人口規模から全市とす

る。 

②地域子育て支援拠点事業 全市（１地区） 
提供体制、利用状況を踏まえ、現状

どおり全市とする。 

③妊婦健康診査事業 全市（１地区） 

受診者が希望する医療機関を選択

し受診する事業であり、現状どおり

全市とする。 

④乳児家庭全戸訪問事業 全市（１地区） 
訪問型の事業であり、現状どおり全

市とする。 

⑤養育支援訪問事業及び要保護児童対策

地域協議会その他の者による要保護児

童等に対する支援に資する事業 

全市（１地区） 

支援の必要な人に対し、市内全域を

対象に実施している事業であり、現

状どおり全市とする。 

⑥子育て短期支援事業 全市（１地区） 
提供体制、利用状況を踏まえ、現状

どおり全市とする。 

⑦子育て援助活動支援事業 

（ファミリー・サポート・センター事

業） 

全市（１地区） 
提供体制、利用状況を踏まえ、現状

どおり全市とする。 

⑧一時預かり事業 全市（１地区） 

教育・保育施設で実施されることか

ら、教育・保育施設と同様に全市と

する。 

⑨延長保育事業 全市（１地区） 
各保育所で実施しており、教育・保

育施設と同様に全市とする。 

⑩病児保育事業（病児・病後児保育事業） 全市（１地区） 
提供体制、利用状況を踏まえ、現状

どおり全市とする。 

⑪放課後児童健全育成事業 小学校区 現状どおり、小学校区とする。 
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３ 教育・保育施設の需要量及び確保方策 

○ 教育・保育提供区域ごとに、計画期間の「幼児期の学校教育・保育の量の見込み（満 3 歳未

満の子どもの保育利用率を含む。）」、「量の見込み」に対応する教育・保育施設及び地域型保

育事業による提供体制及び実施時期を定めます。 

 

１号認定（3～5歳） H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（必要利用定員総数） 730 702 674 639 615 

確保方策 1,220 1,220 1,220 1,220 1,220 

過不足 490 518 546 581 605 

２号認定（3～5歳） H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（必要利用定員総数） 476 459 440 417 402 

確保方策 447 460 460 460 460 

過不足 -29 1 20 43 58 

３号認定（１・２歳） H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（必要利用定員総数） 205 197 189 182 175 

確保方策 194 199 199 199 199 

過不足 -11 2 10 17 24 

３号認定（０歳） H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（必要利用定員総数） 103 99 96 92 89 

確保方策 89 101 101 101 101 

過不足 -14 2 5 9 12 

 

≪確保方策と考え方≫ 

教育については、量の見込みが定員を下回っており、確保方策は必要ないと考えられます。 

保育については、各年齢で量の見込みが定員を超えており、提供体制の確保が必要ですが、

平成３１年度へ向けて量が落ち込んでいることから、全体を見越した確保方策が必要と考え

られます。 

認可保育園、認定こども園又は特定地域型保育事業における施設の確保等により、平成２

７年度及び２８年度において定員を増加する提供体制の確保を目指します。 
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４ 地域子ども・子育て支援事業の提供 

（１）利用者支援事業（新規） 

○ 子ども及びその保護者が、認定こども園・幼稚園・保育所での教育・保育や、一時預かり、

放課後児童クラブ等の地域子育て支援事業等の中から適切なものを選択し、円滑に利用で

きるよう、情報提供及び必要に応じ相談・助言等を含めた支援を行う事業です。 

 H27 H28 H29 H30 H31 

実施か所数（か所） 1 1 1 1 1 

 

≪確保方策と考え方≫ 

０～５歳児の人口及び地域子育て支援拠点の配置状況から、地域子育て支援センター「あ

いあい」１か所で実施することとし、各種制度に精通した職員を配置します。 

 

（２）地域子育て支援拠点事業 

○ 乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、育児相談、情報提供等を実施す

る事業です。 

○ 本市では、地域子育て支援センター「あいあい」、西の里きらきら保育園内「どんぐり」、

大曲いちい保育園内「ぶらんこ」の合計 3 か所で実施しています。 

○ ニーズ調査による量の見込みの計算結果では、過去の利用実績よりもニーズ量が大幅に多

い結果となりましたが、潜在的な需要があるものと判断し、ニーズ調査結果を量の見込み

としました。 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（人回／月） 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 

確保方策 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 

実施か所数 3 3 3 3 3 

実施か所 地域子育て支援センター「あいあい」 

西の里きらきら保育園内「どんぐり」 

大曲いちい保育園内「ぶらんこ」 

 

≪確保方策と考え方≫ 

現状の３か所で親子合わせて 3,000 名の受け入れが可能であり、量の見込み以上に確保し

ていることから、現状を維持し、引き続き事業を行います。 
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（３）妊婦健康診査事業 

○ 妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊婦に対する健康診査として、健康状態の把握、

検査計測、保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を

実施する事業です。 

○ 本市では、受診票を発行して健診受診を促進し、健康な子どもの出産を支援しています。 

○ 量の見込みは、各年度で見込んだ 0 歳児全数を、回数は出生者数×1 人あたり 14 回（1

人あたり受診回数の最大可能回数）としてそれぞれ算出しました。 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み[実人数]（人／年） 286 275 265 255 246 

量の見込み[健診回数]（回／年） 4,004 3,850 3,710 3,570 3,444 

確保 
方策 

実施体制（人／年） 286 275 265 255 246 

実施場所 医療機関 

検査項目 妊婦一般健康診査、妊婦超音波検査 

実施時期 母子健康手帳交付時に、妊婦一般健康診査受診票・妊婦超

音波検査受診票を配布 

 

≪確保方策と考え方≫ 

現状で対応可能と考えられることから、現状を維持し、引き続き事業を行います。 

 

（４）乳児家庭全戸訪問事業 

○ 生後２か月までの乳児がいる全ての家庭に保健師が訪問し、乳児や母親の心身の状況等を

把握し、子育て情報の提供や育児不安等に関する相談や指導を行っています。 

○ 量の見込みは、各年度で見込んだ 0 歳児全数としました。 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み[実人数]（人／年） 286 275 265 255 246 

確保 
方策 

実施体制（人／年） 286 275 265 255 246 

実施機関 健康推進課 

 

≪確保方策と考え方≫ 

現状で対応可能と考えられることから、現状を維持し、引き続き事業を行います。 
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（５）養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者による要保護児童等に対す

る支援に資する事業 

○ 乳児家庭全戸訪問事業等により把握した養育が特に必要な家庭を訪問して、養育に関する

指導・助言等を行うことにより、当該家庭の適切な養育の実施を確保する事業です。 

○ 「北広島市要保護児童対策地域協議会」を設置し、要保護児童等に関する情報その他要保

護児童の適切な保護を図るために必要な情報の交換を行うとともに、要支援児童等に対す

る支援の内容に関する協議を行っています。 

○ 量の見込みは、養育支援訪問事業について、過去の実施事業の実績から算出しました。 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み合計（人／年） 7 7 7 6 6 

確保方策（人／年） 7 7 7 6 6 

実施機関 健康推進課 

※量の見込みは、養育支援訪問事業の数値です。 

 

≪確保方策と考え方≫ 

養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者による要保護児童等に対する

支援に資する事業は、現状を維持し、引き続き事業を行います。また、関係機関とも連携を

図りながら対応します。 

 

（６）子育て短期支援事業（ショートステイ事業、トワイライトステイ事業） 

○ 保護者の疾病等の理由により家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児童

について、児童養護施設等に入所させ、必要な保護を行う事業です。現在、天使の園、ふ

くじゅ園の２施設で対応しています。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ事業） 

夜間養護等事業（トワイライトステイ事業） 

○ 量の見込みはニーズ調査結果の最大の数値としています。 

 

 

≪確保方策と考え方≫ 

現状で対応可能と考えられることから、現状を維持し、引き続き事業を行います。 

  

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（人日／年） 110 110 110 110 110 

確保方策 110 110 110 110 110 
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（７）一時預かり事業 

○ 保護者のパートタイム就労や疾病・出産などにより保育が一時的に困難となった乳児又は

幼児について、保育所その他の場所において、一時的な預かりを行う事業です。 

○ 幼稚園在園児を対象とする一時預かりは、市内８幼稚園で実施しています。また、幼稚園

在園児以外では、すみれ保育園、西の里きらきら保育園、大谷むつみ保育園の３か所で実

施しています。 

○ ニーズ調査結果を上回る利用実績があるため、直近で最大の利用実績を量の見込みとしま

した。 

①幼稚園児対象 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（人日／年） 32,000 32,000 32,000 32,000 32,000 

 1 号認定（人日／年） 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 

 ２号認定（人日／年） 28,500 28,500 28,500 28,500 28,500 

確保方策（幼稚園の預かり保育） 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 

 

②幼稚園在園児以外対象 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（人日／年） 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 

確保方策（保育園の一時預かり） 8,991 8,991 8,991 8,991 8,991 

 

≪確保方策と考え方≫ 

現状で対応可能と考えられることから、現状を維持し、引き続き事業を行います。 

 

（８）延長保育事業 

○ 保育認定を受けた子どもについて、通常の開所時間を超えて、保育時間の延長を行う事業

です。 

○ 本市では、保護者の勤務形態の多様化に対応するため、通常の 11 時間を超えて児童を預

かる事業として平成 23 年度から本格的に実施し、現在は市内９保育所で実施しています。 

○ ニーズ調査結果を上回る利用実績があるため、直近で最大の利用実績を量の見込みとしま

した。 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（人日／年） 290 290 290 290 290 

確保方策（延長保育事業） 350 350 350 350 350 

≪確保方策と考え方≫ 

現状で対応可能と考えられることから、現状を維持し、引き続き事業を行います。 
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（９）病児保育事業（病児・病後児保育事業） 

○ 病児・病後児保育事業は、病気にかかっている子どもや病気から回復しつつある子どもを

医療機関や保育所に付設された専用スペースなどで一時的に預かる事業です。 

○ 本市では、有料で互いに援助しあう会員組織のファミリー・サポート・センター事業の病

児・緊急対応強化事業により、病児・病後児保育を行っています。 

○ ニーズ調査による量の見込みの計算結果では、過去の利用実績よりもニーズ量が大幅に多

い結果となりましたが、潜在的な需要があるものと判断し、ニーズ調査結果を量の見込み

としました。 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（人日／年） 130 130 130 130 130 

確保方策 

（ファミリー・サポート・センター事業の病児・

緊急対応強化事業） 

130 130 130 130 130 

 

≪確保方策と考え方≫ 

現状で対応可能と考えられることから、現状を維持し、引き続き事業を行います。 

将来的には病児保育事業の実施ができるよう関係機関との検討を進めていきます。 

 

（１０）子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業） 

○ 子育ての手助けがほしい人（依頼会員）、子育てのお手伝いをしたい人（提供会員）、両方

を兼ねる人（両方会員）が登録し、子育ての相互援助活動を行う事業です。 

○ 本市では、地域子育て支援センター「あいあい」で実施しています。 

○ ニーズ調査結果を上回る利用実績があるため、直近で最大の利用実績を量の見込みとしま

した。 

 H27 H28 H29 H30 H31 

量の見込み（人日／年） 980 980 980 980 980 

確保方策（ファミリー・サポー

ト・センター） 
1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 

 

≪確保方策と考え方≫ 

現状で対応可能と考えられることから、現状を維持し、引き続き事業を行います。 
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（１１）放課後児童健全育成事業（学童クラブ） 

○ 保護者が就労、疾病その他の理由により昼間家庭にいない小学生を対象に、適切な遊びや

生活の場を提供し、児童の健全育成を図る事業です。 

○ 本市では、市内の小学校に通学する 1 年生から 3 年生までの児童を対象に、全 8 小学校

区で実施しています。 

○ 量の見込みの推計にあたっては、ニーズ調査結果と併せて、現在入所している児童の保護

者を対象に、詳細な利用希望を把握するためのアンケート調査を行い、独自の方法で推計

を実施しました。 

○ 量の見込みは、ニーズ調査による量の見込みを、アンケートによる結果を用いて補正した

数値としました。 

○ 高学年児童の受け入れについては、平成 27 年度は 4 年生まで、平成 2８年度は５年生ま

で、平成 2９年度は全学年とする形で段階的に拡大する方針で量の見込みを算出していま

す。 

 
 H27 H28 H29 H30 H31 

 実人数 実人数 実人数 実人数 実人数 

緑ヶ丘小学校区 量の見込み 42 46 48 50 48 

 確保方策 50 50 50 50 50 

大曲小学校区 量の見込み 87 102 110 110 111 

 確保方策 86 111 111 111 111 

西の里小学校区 量の見込み 83 85 87 82 78 

 確保方策 84 84 84 84 84 

東部小学校区 量の見込み 80 87 97 99 103 

 確保方策 102 102 102 102 102 

双葉小学校区 量の見込み 63 68 73 72 68 

 確保方策 64 80 80 80 80 

大曲東小学校区 量の見込み 79 84 85 86 83 

 確保方策 90 90 90 90 90 

北の台小学校区 量の見込み 84 92 92 90 89 

 確保方策 100 100 100 100 100 

西部小学校区 量の見込み 58 61 62 61 57 

 確保方策 69 69 69 69 69 

合 計 量の見込み 576 625 654 650 637 

 確保方策 645 686 686 686 686 

 

≪確保方策と考え方≫ 

施設規模に基づく定員の拡大と学校の余裕教室や公共施設の活用、民間施設の借上げ等に

より施設を確保し、定員の拡大を図ります。大曲小学校区、東部小学校区、双葉小学校区及
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び西部小学校区については、施設の確保を検討していきます。 

      なお、高学年の受け入れとともに、事業内容の充実を図ります。 

 

（１２）実費徴収に係る補足給付を行う事業（新規） 

○ 今後の国の審議状況を踏まえて検討 

 

（１３）多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業（新規） 

○ 今後の国の審議状況を踏まえて検討 

 

 

 

 

 

 

５ 教育・保育の一体的提供の推進 

 

＜ここから任意事項＞ 
 

６ 産後の休業及び育児休業後における特定教育・保育施設等の円滑な利用

の確保 

７ 子どもに関する専門的な知識及び技術を要する支援に関する都道府県が

行う施策との連携 
 

８ 労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られるようにするために必要

な雇用環境の整備に関する施策との連携 
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第６章 施策の総合的な展開 

 

基本目標１ 地域における子育ての支援 

（１）地域における子育て支援サービスの充実 

（２）保育サービスの充実 

（３）子育て支援のネットワークづくり 

（４）子どもの健全育成 

（５）地域における人材育成 

 

 

 

基本目標２ 母性及び乳幼児の健康の確保及び増進 

（１）妊産婦・乳幼児に関する切れ目のない保健対策の充実 

（２）学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実 

（３）「食育」の推進 

（４）子どもの健やかな成長を見守る地域づくり 

（５）小児医療の充実 

 

 

基本目標３ 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 

（１）次代の親の育成 

（２）子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備 

（３）家庭や地域の教育力の向上 

（４）子どもを取り巻く有害環境対策の推進 
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基本目標４ 子育てを支援する生活環境の整備 

（１）良質な住宅及び良好な居住環境の確保 

（２）安全な道路交通環境の整備 

（３）安心して外出できる環境の整備 

（４）安全・安心まちづくりの推進等 

 

 

基本目標５ 仕事と子育ての両立ができる環境の整備 

（１）仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し 

（２）仕事と子育ての両立のための基盤整備 

（３）結婚・妊娠・出産・育児の切れ目のない支援の推進 

 

 

基本目標６ 子ども等の安全の確保 

（１）子どもの交通安全を確保するための活動の推進 

（２）子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進 

（３）被害に遭った子どもの保護の推進 

 

 

基本目標７ 社会的支援を必要とする家庭への取組の推進 

（１）児童虐待防止対策の充実 

（２）ひとり親家庭の自立支援の推進 

（３）障がい児施策の充実等 

 

 

基本目標８ 子どもの権利の保障の推進 

（１）北広島市子どもの権利に関する推進計画の策定 
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第７章 計画の推進 

 

１ 計画の推進体制 

２ 計画の点検・評価・改善 

 

第７章 計画の推進 
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資 料 編 

 

１ 北広島市子ども・子育て会議設置条例 

２ 北広島市子ども・子育て会議委員名簿 

３ 計画策定経過 

４ 用語説明 

 

資 料 編 


